
数

詞

一
一　
人
た
指
と

中
指

〓
一　
人
差
僣
と

中
指
に
薬

指

０
　
親
指
と
人

差
指
で
輪

を
つ
く
る

〈
ル
の
三

指
は
神
ば

し
た
ま
ま
）

一　
人
差
指

工

調
謂

一
指

に
て
表
わ

す
。

一〈
　
親
指
に
人

差
指

七

右
二
指
に

中
指

鐘lt●機甕
鷺機械it准
薙 篠鷲
|=苺 苺

“

篤 驚

熾

八
　
ｔ
の
二
指

に
葉
指

九
　
右
四
指
に

小
指

０

　

四

つ
■

の
算

笙

の
様

式
と
思

え

ば
ょ

い
。
算

雄

の
機

の
上

の
球

（
五
）
を
親

指
と

な

そ
ら

え
、
棧

の
下

の
四

つ
珠

を

人
差
指

・
中
指

・
業

指

・
小

指

と
し

た

心
得

。

十

　

０
　
親

指
ど

人
差
指

の
指
頭

を

つ
け
合
わ

せ

て

九

く
鑢

を

つ
く

る

（
但
し

れ

の
二
指

は
伸

ば

し
た

11:=t1111

』̈に『一一棒義



ま
ま
）。

●
　
世
頸
を
上
に

さ
し
た
人
差
指
を

曲
げ
伸

ば

し

す

●一
。

二
十
　
「
二
」
を
表
わ
し
た
こ
指
を
山
げ
伸
し
す

ス
つ
。二

十
　
「
三
」
を
表
わ
し
た
二
指
を
曲
げ
伸
ば
し

す
る
．

四
十
↓
九
＋
　
二
十
、
三
十
の
要
領
で
そ
れ
ぞ
れ

表
わ
し
た
指
を
山
げ
仲
ば
し
す
れ
ば
よ
い
。

百
　
十
０
に
東
に
■
指
の
指
頭
を
親
指
の
指
頭
に

つ
け
る
。

千

　
「
百
」
に
更
に
業
猾
の
指
頭
を
読
指
に
。

万
　
「
千
」
に
ま
た
小
指
を
。

Ｏ
　
千
、
万
の
場
合
、
人
差
猾
で
空
間
に
千
域
は
万

の
文
字
を
描
く
の
も
よ
し
。

満

‐
曳

夕

・

ヤ マ ,ヽ ナ タ → カ ア

載又 W 芯
？ 絆

瀬
騨 劇

ミ ヒ ,
″ シ キ イ

奏 k 夢 渕 多�ゝ
ユ ハ フ メ

ヽ
ッ ス タ ツ

タ 峙 Q ヽヾ勢 馴
メ

´
、 ネ チ セ イ エ

じ懸 錮 ゆ由麒響
ヨ そ ホ ′ ト ′ヽ コ オ

`
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